
枚方寝屋川消防組合条例第３号  

 

   枚方寝屋川消防組合情報公開・個人情報保護審査会条例  

 

 枚方寝屋川消防組合情報公開・個人情報保護審査会条例（平成 13 年枚

方寝屋川消防組合条例第３号）の全部を改正する。  

 （設置）  

第１条  情報公開に係る審査請求及び個人情報に係る審査請求に関する

審査を行うため、地方自治法（昭和 22 年法律第 67 号）第 138 条の４第

３項及び行政不服審査法（平成 26 年法律第 68 号）第 81 条第１項の規

定に基づき、枚方寝屋川消防組合情報公開・個人情報保護審査会（以下

「審査会」という。）を置く。  

 （定義）  

第２条  この条例において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に

定めるところによる。  

 ⑴ 情報公開に係る審査請求  枚方寝屋川消防組合情報公開条例（平成

30 年枚方寝屋川消防組合条例第２号）第 14 条に規定する審査請求を

いう。  

 ⑵  個人情報に係る審査請求  個人情報の保護に関する法律（平成 15

年法律第 57 号）第 106 条第１項に規定する審査請求をいう。  

 ⑶  諮問庁  情報公開に係る審査請求にあっては枚方寝屋川消防組合

情報公開条例第 15 条第１項の規定による諮問をした同条例第２条第

１項に規定する実施機関を、個人情報に係る審査請求にあっては個人

情報の保護に関する法律第 105 条第３項において読み替えられた同

条第１項の規定による諮問をした枚方寝屋川消防組合個人情報の保

護に関する法律施行条例（令和５年枚方寝屋川消防組合条例第２号）

第２条第２項に規定する実施機関をいう。  

 ⑷ 公文書  枚方寝屋川消防組合情報公開条例第 10 条第１項に規定す

る公開決定等に係る同条例第２条第２項に規定する公文書をいう。  

 ⑸ 保有個人情報  個人情報の保護に関する法律第 82 条各項、第 93 条



各項又は第 101 条各項の決定に係る同法第 60 条第１項に規定する保

有個人情報をいう。  

 （審査会の組織）  

第３条  審査会は、委員５人以内で組織する。  

２  委員は、学識経験を有する者のうちから管理者が委嘱する。  

 （委員の委嘱）  

第４条  委員の委嘱期間は、２年（委員を増員する場合その他特別の事情

がある場合にあっては、２年以内）とする。  

２  補欠の委員の委嘱期間は、前委員の委嘱期間の残期間とする。  

３  委員の再度の委嘱は、妨げない。  

 （臨時委員）  

第５条  管理者は、審査会の担任事務に関し必要があると認めるときは、

臨時委員を委嘱することができる。  

 （会長及び副会長）  

第６条  審査会に、会長及び副会長を置く。  

２  会長及び副会長は、委員の互選によって定める。ただし、副会長につ

いては、会長が必要と認めるときは、その指名により定めることができ

る。  

３  会長は、会務を総理し、審査会を代表する。  

４  副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき又は会長が欠けたと

きは、その職務を行う。  

 （会議）  

第７条  審査会の会議は、会長（会長が定められていない場合にあっては、

管理者）が招集し、会長がその議長となる。  

２  審査会の会議は、委員（臨時委員を含む。以下同じ。）の２分の１以

上が出席しなければ、開くことができない。  

３  審査会の会議の議事は、出席した委員の過半数で決し、可否同数のと

きは、議長の決するところによる。  

４  委員は、自己の利害に関係する議事に参与することができない。  

 （会議の非公開等）  



第８条  審査会の会議は、非公開とする。  

２  審査会の会議の議事については、会議録を作成しなければならない。  

 （委員の守秘義務）  

第９条  委員は、職務上知り得た秘密を漏らしてはならない。その職を退

いた後も、また、同様とする。  

 （審査会の調査審議の手続）  

第 10 条  審査会は、必要があると認めるときは、諮問庁に対し、公文書

又は保有個人情報の提示を求めることができる。この場合においては、

何人も、審査会に対し、その提示された公文書又は保有個人情報の公開

又は開示を求めることができない。  

２  諮問庁は、審査会から前項の規定による求めがあったときは、これを

拒んではならない。  

３  審査会は、必要があると認めるときは、諮問庁に対し、公文書に記録

されている情報又は保有個人情報に含まれている情報の内容を審査会

の指定する方法により分類又は整理をした資料を作成し、審査会に提出

するよう求めることができる。  

４  第１項及び前項に定めるもののほか、情報公開に係る審査請求につい

ての審査会の調査審議の手続は、行政不服審査法第５章第１節第２款の

規定の例による。  

 （書面等交付手数料等）  

第 11 条  枚方寝屋川消防組合行政不服審査に関する条例（平成 28 年枚方

寝屋川消防組合条例第４号）第 10 条第３項から第５項までの規定は、

前条第４項の規定によりその例によることとされる行政不服審査法第

78 条第４項又は同法第 81 条第３項において読み替えて準用する同法第

78 条第４項の規定により納めなければならない手数料について準用す

る。  

２  枚方寝屋川消防組合行政不服審査に関する条例第 10 条第６項の規定

は、送付により前条第４項の規定によりその例によることとされる行政

不服審査法第 78 条第１項又は同法第 81 条第３項において準用する同

法第 78 条第１項の規定による交付を受ける者について準用する。  



 （委任）  

第 12 条  この条例に定めるもののほか、審査会の組織及び運営に関し必

要な事項は、管理者が別に定める。  

 

   附  則  

 （施行期日）  

１  この条例は、令和５年４月１日から施行する。  

 （枚方寝屋川消防組合情報公開条例の一部改正）  

２  枚方寝屋川消防組合情報公開条例の一部を次のように改正する。  

  第 11 条第３項中「第 15 条第３項」を「第 15 条第２項」に改める。  

  第 15 条第２項を削り、同条第３項中「第１項」を「前項」に改め、

同項第１号中「第５項」を「第４項」に改め、同項を同条第２項とし、

第４項を第３項とし、第５項を第４項とする。  

 （枚方寝屋川消防組合行政不服審査に関する条例の一部改正）  

３  枚方寝屋川消防組合行政不服審査に関する条例の一部を次のように

改正する。  

  第１条中「条例は」の次に「、別に定めるものを除くほか」を加える。  

  第 10 条第３項中「係る」の次に「法第 81 条第３項において準用す

る」を加え、同条第４項中「審査会は、」の次に「法第 81 条第３項に

おいて準用する」を加え、同条第６項中「又は」の次に「法第 81 条第

３項において準用する」を加え、「受けた」を「受ける」に改める。  

 


